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一

九
八
四
年
に
西
武
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ゼ
フ
・

ボ
イ
ス
展」

に
は、
《
原
子
力
発
電
所
》

（
図一
）

と
題
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
た。

こ
の
作
品
が
ボ
イ
ス
の
本
来
的
な
重
要
性
を
示
し
て
い

る
の
は、

原
子
力
の
平
和
利
用
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
た
時
代
の
只
中
に、

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
な
ど
で
の
原
発
事
故
に
先
立
っ
て、

天
文
学
的
半
減
期
を
要
す
る
放
射
能
汚
染
へ
の
警
告
を

発
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い。

質
量
の
大
き
な
彫
刻
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も、

賑
や
か
な
ア
ク
シ
ョ

ン
や
討
論
で
も
な
く、

寡
黙
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
し
て
表
明
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
か
ら
だ。

キ
ャ
タ
ピ
ラ
で
移
動
可
能
な
ソ
連
製
の
小
型
原
発
の
図
版
を
掲
載
し
た
新
聞
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
·

ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・

ツ
ァ
イ
ト
ウ
ン
グ」

の
上
に、

金
属
を
思
わ
せ
る
鈍
い
発
色
で
不
定
形
の
モ
ワ
レ
の
よ

う
な
色
面
を
描
い
た
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ、

そ
の
二
つ
の
画
像
に
布
置
さ
れ
た
褐
色
の
十
字
形
が
同
色

の
太
い
線
で
つ
な
が
れ
て
い
る。

わ
ず
か
五
0
セ
ン
チ
四
方
の
紙
で
で
き
た
質
量
の
小
さ
な
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
は、

ボ
イ
ス
の
営
み
が
芸
術
な
か
ん
ず
く
美
術
の
正
統
な
系
譜
の
極
め
て
良
質
な
先
鋭
に
あ
る
こ
と

と
同
時
に、

そ
の
芸
術
が
人
類
の
み
に
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず、

地
球
と
宇
宙
と
そ
の
未
来

を
包
摂
す
る
責
務
へ
と
変
革
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
語
り
か
け
て
い
る。

こ
の
作
品
は、

現
在
ボ
イ
ス
・

ブ
ロ
ッ
ク
の―
つ
で
あ
る
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
11
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
立
美
術
館
に
帰
っ
て
い
る。
そ
の
不
在
を、

日
本
で
補
完
す
る
役
割
を
国
立
国
際
美
術
館
所
蔵
の
《
小
さ
な
発
電
所
》
(-

九
八
四
年
）
（
註一
）

が

担
っ
て
い
る、
と
仮
説
し
て
み
よ
う。

伝
導
体
の
銅
と
絶
縁
体
の
フ
ェ
ル
ト
が
平
た
い
銅
線
と
銅
製
ク
リ
ッ

プ
で
接
続
さ
れ
た
構
造
は、

創
造
性

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
信
者
か
つ
受

信
者
で
も
あ
る
私
た
ち
自
身
の
メ
タ

フ
ァ
ー
で
あ
る。

さ
ら
に
銅
板
や
フ
ェ
ル

ト
の
形
に
着
目
す
る
と、

そ
れ
ぞ
れ
が

矩
形
で
あ
り、

三
つ
の
容
器
の
大
き
さ

や
高
さ
が
異
な
り、

や
や
上
か
ら
見
下

ろ
す
と、

そ
れ
ぞ
れ
が
絶
妙
な
角
度
で

対
峙
し
て
い
る
造
形
が
み
て
と
れ
る。

こ
の
こ
と
は
通
常、

彫
刻
と
考
え
ら
れ

日
本
人
に
ヨ
ー
ゼ
フ

て
い
る
ポ
イ
ス
の
作
品
が、

人
間
の
胴
体
が
入
る
ほ
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
容
器
の
形
を
壁
面
や
床
面
に
仮
想

的
に
写
像
す
れ
ば、

矩
形
を
基
本
と
す
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
し
て
現
象
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。

ボ
イ
ス
の
彫
刻
と
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
相
互
に
補
完
し
あ
う
と
い
う
仮
説
を
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
検

証
し
て
み
よ
う。

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
11
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
立
美
術
館
館
長
の
ア
ル
ミ
ン
・

ツ
ヴ
ァ
イ
テ
が一

九
九一

年

の
大
回
顧
展
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り、
二
つ
の
ヴ
ィ
ト
リ
ー
ネ
（
陳
列
ケ
ー
ス）

と
七
枚
の
真
鍮
板
か

ら
な
る
ボ
イ
ス
の
遺
作
《
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・

レ
ガ
ー
レ
》
(-

九
八
五
年）

は、
コ
の
字
型
の
部
屋
の
壁
面
の
み

を
用
い
た
空
間
構
成
で
あ
る
エ
ル
・

リ
シ
ッ
キ
ー
の
《
プ
ロ
ウ
ン
・

ラ
ウ
ム
》
(-

九
二
三
年）

を
思
慮
深

く
参
照
し
た
も
の
だ。

ボ
イ
ス
に
よ
る
日
常
空
間
の
構
成
主
義
は、

三
つ
の
壁
面
と
床
面
そ
し
て
天
井

か
ら
な
る
五
面
体
と
そ
の
「
中
空」

と
の
緊
密
な
構
成
か
ら
成
立
し
て
い
る
（
註
二）
。

ま
た
三
次
元
的

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
も
つ
彫
刻
的
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
次
元
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
往
還
す
る
シ
ス
テ
ム
の
可

能
性
を、
「
ボ
イ
ス
＋
パ
レ
ル
モ」

展
（
二
0
ニ
―

年一

0
月―

二
日
1
二
0
二
ニ
年一

月一

六
日）

図
録
の

論
考
で
学
芸
員
の
大
浦
周
は、

ブ
リ
ン
キ
ー
・
パ
レ
ル
モ
の
「
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト」

が
版
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
用
い
ら
れ
た
」
こ
と
で
示
唆
し
た
（
註
三）
。

と
す
れ
ば
壁
面
を
丁
寧
に
塗
り
籠
め
る
パ
レ
ル
モ

が
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
制
作
で
用
い
た
梯
子
が、

壁
に
寄
り
掛
か
ら
せ
る
こ
と
な
く
部
屋
の
中
空
で
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
で
自
立
す
る
ボ
イ
ス
最
晩
年
の
梯
子
の
彫
刻
に
変
容
し
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
（
註
四）
。

こ
う
し
て
ボ
イ
ス
が
精
緻
に
構
成
・

配
置
し
た
玄
武
岩
や
黒
板
や
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
な
ど
も、

私
た
ち
が

仮
想
的
に
壁
面
に
写
像
す
れ
ば、

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
た
め
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
す
ら
み
え
て
く
る
だ
ろ
う。

ま
た一

九
四
七
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
浅
い
奥
行
を
も
っ
た
箱
状
の
木
枠
に
微
細
な
彫
刻
や
紙
の
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
収
め
た、

モ
イ
ラ
ン
ト
城
美
術
館
の
フ
ァ
ン
・

デ
ア
・

グ
リ
ン
テ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
作
品
群
は、

彫
刻
的
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
呼
ば
れ
て
い
る。

彫
刻

で
あ
る
と
同
時
に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
と
い
う、

従
来
の
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
は
お
さ
ま
ら
な
い

こ
の
タ
イ
プ
の
作
品
は、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
イ
ス
以
前
の
ボ
イ
ス」

と
い
わ
れ
る
時
期
の
作
品
だ
が、
こ
の

種
の
造
形
思
想
と
空
間
構
成
は
晩
年
の
ボ
イ
ス
ま
で一

貫
し
て
い
る。

さ
ら
に
ボ
イ
ス
没
後
の
主
要
な
回
顧
展
を
振
り
返
っ
て
み
る
と、
ハ
イ
ナ
ー
・
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
よ
る

マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス・
バ
ウ
で
の
空
前
絶
後
の
巨
大
回
顧
展
(-

九
八
八
年、
ベ
ル
リ
ン）
や、
ザ
ビ
ー

ネ
・

レ
ー
ダ
に
よ
る
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
美
術
館
で
の
回
顧
展
(-

九
九一

年、

ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト）

ボ
イ
ス
を
説
明
す
る
に
は

山
本

和
弘
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